
第9章　M-2調査対象地区の評価結果

本章忙おいでは第7章で示した調査対象地区の調査委因項目のうちの｢大｣の要因の評価基

準に従い,自然的卦よび社会的要因調査結果表に記載されている｢大｣の要因の調査結果の評

価を行う｡要因の一部忙対しては記載内容に若干の補足説明を加えた｡
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(1)地すべb

調査地区内の対象地層である四万十帯北帯の分布する地域内に壮1 1個所の地すべり

地力ミ蔑められているo金川盆地周辺は風化帯が厚いため,小規模崩境力王多い｡

したがって本要因の評価基準から判断すると,対象地層分布或tま本要因把関しては有

効な地膚の分布域としてやや好7tしい葛境把あると判断される｡

(2)分布緯度

対象地層枚数100以上の傾斜で分布してい･るものカ王多く,山地部では地表部より地表

面下2,0007A以上の深度忙おいて分布しているものと推定盲れる｡

したがって本要因の評価基準から判断すると,対象地層分布域は本要因に関しては有

効な地層の分布域として好哀しV>環境にあると判断盲れる｡

(3)垂直的厚卓

対象地層吐2,000耽以上の垂直的厚盲を有していると盤定される｡

したがって本要因の評価基準から判断すると,対象地層分高域は本要因に関しては有

効な地層の分布域として好ましい環境にあると判断言れる｡

(4)水平的広言

対象地層故地区(約1,500bR)のほとんどを占めて分布している｡

したがって本妻国の評価基準から判断すると,対象地層分布域は車掌因に関しては有

効を地層の分布域として好ましい蓑境把あると判断される.

(s)割　れ　目

(a)基本規準｢断層｣に対レて

対象地層中には東西性の断層の他,北西一南東,北此東一再南西方向の断層が分布

する｡これらは化石等忙よる層序の不連続,岩相変化,地形改ど忙エり推定されたも

のカ言多い｡しかし.地層カミ急傾斜で,かつ走向が変化することから,神曲ととも忙断層も多

v,lものと思われる｡また,確実鹿lまたは活動慶A勉の活断層は認められてい夜い｡

､したカ;って本妻因の評価基準から判断すると,対象地層分布域は本要因に関して
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有効を地層の分布域としてやや好ましい蒙境把あると判断盲れる.

(b)基本規準｢水理性｣に対して

対象地層中L性分布する断層等の割れ目は推定されたものが多い｡これらの割れ目の

透水性に関する資料がないため,水琴性は不明であるo

したがって本要因の評価基準から判断すると,対象地層分布域ガミ本要因に関して有

効表地層の分布域として好ましいか否かの判断は不能である｡

(6)水の移痕性

対象地層は種々の量比の砂岩･泥岩互層から夜る｡泥岩の透水性は低いと判断される

が,砂岩吐通常裾岩よbはやや透水性が高いo砂岩･泥岩互層の量比は地域により変動

して卦b全体として評価するのは困難である.

したがって本要因の評価基準から判断すると,対象地層分布域カミ本案国に関して有効

夜地層の分布域として好ましtnか否かの判断は不能である｡

(7)資客分布

対象地層分布域忙はアンチモン鉱床.水銀鉱床,含銅硫化鉄鉱床,マンガン鉱床およ

び石灰石鉱床専カミあるが小規模IT現在稼行してtnるものはない.これらは地区内に点在

してV>る.

したカ三って本書因の評価基準から判断すると.,対象地層分布域は本要因に関して旺有

効を地層の分布域としてヤヤ好ましい環塊にあると判断される｡

(8)既存の利権

金,銀,鍋,硫化鉄,マyガy.珪石托関する鉱業権(試掘)が釣9.4h&の広さで北

東部忙,石灰石･ドロマイト忙関する鉱業権(採掘)が2.8由丘の広言で北部･南部把,

石灰石に関する鉱業権がLOh&の広盲で西部托設定卓れているのみであぶ.中央部把は

鉱業権の設定は凌い｡

したカ;って本章因の評価基準から判断すると,対象地層分布域は本要因に関しては有

効夜地層の分布域として好せしい環境にあると判断される.

(9)土地利用

(a,)基本規準｢水資源｣に対して

対象地層分布域には四万十川を始め,大小18の河川がある｡これら河川陀は初瀬,

津賀,西久山弛ダム等6ケのダムがあb.発電･かんがい用忙利用盲れている｡また,

建設のための調査中のダムもある｡地区の中心を流れる四万十川は長大な宛路と流域

面鏡を有して卦b.降水量が多いことから将来大き夜ダムが専ら紅蓮鼓される可能性
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がある｡ ■

したカ三って本要因の評価基準から判断すると,対象地層分布域は本質因に関しては

有効夜地層の分布域として好ましく夜い意境にあると判断言れる｡

O))基本規準｢土地利用｣忙対して

調査地区の80数多が林地で占められている.国有林はその1/3　巷を占めている｡

その他.河川把沿って水田が分布してぃる｡山腹斜面には,畑が認められる｡河川の

傾斜がゆ`るやかで最大標高1,000耽程の山地よ少をるため,上記水田モま河川の上棟域

まで分布している｡しかし,その両横は小さいoその他,国立公園,県立公園が地区

周辺把持走亨れているが市境は狭いc

したカ三って本章因の評価基準から判断すると.対象地層分布域書ま本要因に関しては

有効を地層の分布域としてやや好ましV'老境にあると判断されるo

uO) ^　　　tj

対象地属分布域を流れる河川はゆるやかな傾斜を示して卦D.その河川忙沿って支流

や上流域忙まで小集落が分布している｡

したがって本要因の評価基準から判断すると,対象地層分布域は本要因に関しては有

効な地層の分布域として好Tiしくない意堵qeあると判断される｡

以上の評価結果を表9 - 1に示す｡
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表911　Aq-2調査対象地区の評価結果

規準群 規準 基本規垂一大l 要 因 の 概 要 評価

自

蘇

的

過

準

秤

也

質

規

準

蘇

皮

地 対象地属である四万十帯先帝分布域には 11個所の地すべb 地カ王

∠ゝ
チ
ペ
b

認められてt,qる○これらは四万十川沿い把多い. 轟1ll盆地周辺は風

化帯カ王厚いため,小規模崩湊が多v1○ー

分
布
蘇
皮

対象地層は地表部よb地表面下2.○00n 以上の海産に歩いて分布
○

しているものと推定される○

垂
広直
が的
D

垂
厚 直

的
E]

対象地層は2,0○On 以上の垂直的厚盲を有していると推定盲れるo ○

水
広平
カ王的
b

水
広平

的
E]

対象地層は地区(約1,500 b材)のかをD の部分を占めて分布し

○ている.

節 封

れ

東西性卦よぴ北西- 南東,1ヒ北東- 南南西の断層カ三分布する○こ

∠ゝ
れらは化石層序,岩相,地形等て推定卓れたものが多く, 露頭の確

層
怒号れたもの妊少ない○また.確実皮Ⅰまたは活動皮A款の活断層

日 は認められていをい9

水

理

規

衣
水 対象地属は極 の々量比の砂岩.泥岩互層よD 怠るe.泥岩は透水性

?移 の

;=IJ
牲

歩催ぃと息われるが,砂岩はそれエD も高いと思われる. しかし砂

理

性

岩.据套互層の量比は地暁把よb具夜るため全体の評価は発しい.

劃 対象地層中の断層等の割れ目は堆定されたものが多く. これらの

T
準

れノ

日

透永牲把つV{{ は資料扉をく不明である.

社

負

的

規

準

群

餐

蘇

規

準

戟
資 対象地層分布域把はアンチモン鉱床, 水銀鉱床.含銅硫化鉄鉱床.

∠ゝ
源 マンガy 鉱床およt>-石灰石鉱床等があるが, 窮在稼行卓れているも

物

資

蘇

舟
布

のはをい○.これらは地区内に点在している○

皮 金, 銀, 顔,硫化鉄, マy ガy ,珪石に関する鉱業権(試掘) ,

○
利春 石灰石(およぴ一部f/ロマイト)m=関する鉱業樟く採据)歩合わせ

の て13.2 bn2の広言で対象地層分布域周辺把設定されているのみであ
棉 る○

汰 土 対象地層分布域忙は大小 18 の河川カミあb . 6 ケのダムが発電.

×餐 也 かん歩い用に利用盲れている. せた.開発中のダムもある○四万十
刺 川水系総統賂が長く, 流域両横が大きゎこと 降水量カキ多いことか

源 用 ら将来のダム建設の可能性は大きぃと思われる○

土 土
土 . 調査地区の80 教卓が林地て占められておb , その約 1/51は国

Eヨ
也 有林である○また,河川カ王ゆるやか恵ため, 上流域にまで河川沿い

地
地

刺

刺 に水田が分布しているo 山腹斜面把は畑地がみられる. しかし, こ

刺

用

規

準

用 れらの農地面額はそれ奄広くなぃo

人

口

ゆるやか夜勾配の河川忙沿つて,その上流域K:まで'J､集落が分布

×用 してレヽる○

注) ○:好ましい. A:やゃ好ましい, ×:好ましく呑い, 7:判断不能
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本報告書におV･,ては以下の調査研究を実施した｡

①　泥質岩(古第三紀以前)の代表的分布地としてのA412調査対象地区の自然幽･社会

的壌境を明らか托するため,文献駒査および現地概査を実施した｡特把,当地区忙分布

する地層の耗春状蕃を明らか托したo調査着果のとbまとめ把際しては,記載内容がど

の文献よLb引用したのかがわかるエう忙文献を明示した｡特に,地質に関する文献の引

用の際に吐引用個所の頁をも明記した.

⑧　上記①の調査結果から, M- 2讃l査対象地区に分布する軽質岩(舌菓三紀以静)の地層より

調査研究対象とする地層(対象地層)の抽出を行ったo

③　対象地層の岩石試料を採取し,物性･熱的専任･水理性･吸着性等を把握するため岩

石試験を実虚した｡

④　対象地層および同舟布竣に関する文献調査･現地概査および岩石試顔蘇果を自然的･

社会的要因どとに整理し,自然的および社会的要因調査結果囲･表を作成した｡

◎　調査対象地区を評価する基準を作成し,同基準に従ってM- 2調査対象地区の対象地

層卦よび同分布域匹関する調査結果を要因どとに評価した｡

その鈷果, M- 2調査対象地区内忙四万十帯雅帯カミ対象地層として抽出書れた｡

本層は十分を分布深度,垂直的･水平的広がbを有するが.本層分布域には地すべり地カミ比較

的認められることがわかった｡また,推定断層を伴うとと,本層の透水性専の水理性は不明で

あること,本層はまた鉱物資源を一部忙伴うが,鉱業権の設定はほとんどな盲れていなぃこと,

本属分布域に6つのダムカミあること,本属分布域は放とんど林地で占められてぃるカ三河川沿tJl

忙農地が分布しているこ`と,人口の分布カ三河川忙沿って比戟的広範囲にわたってtJqること等が

明らかと夜った｡

-　79　-


